
【研究の内容】
赤かび病は小麦、大麦などの穂に病原菌が感染することで、粒が肥大しなくなったり、穂全体が枯れ
たりする麦類の最重要病害の一つです。また、かび毒（マイコトキシン）汚染を引き起こすこともありま
す。そこで赤かび病菌が産生するマイコトキシンについて、迅速かつ同時に分析する手法の開発を進
めています。

【技術の特徴】
・高速液体クロマトグラフタンデム型質量分析装置（LC/MS/MS）を利用
・赤かび病菌が産生するマイコトキシンのうち、ニバレノール、デオキシニバレノール、 Ｔ－２トキシン、

ＨＴ－２トキシン、ジアセトキシスシルペノール、ネオソラニオール、ゼアラレノン、の７種類を同時検出

今後の展開
各種食品から複数のマイコトキシンを同時に抽出・精製する前処理（クリーンアップ）法の検討を行う。

かび毒の多種同時検出技術
－赤かび毒同時検出法の開発－
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名称 分子量 構造

ニバレノール 312.12

デオキシニバレ
ノール

296.13

Ｔ－２トキシン 466.22

ＨＴ－２トキシン 424.48

ジアセトキシスシ
ルペノール

366.17

ネオソラニオール 382.16

ゼアラレノン 318.36

食品へのかび毒混入の可能性

赤かび病菌による汚染

各種赤かび毒につい
て、汚染の有無を迅
速かつ同時に分析す
る手法が必要

複数の赤かび毒を同時に検出

LC/MS/MS
による分析表1. 赤かび病菌産生マイコトキシン
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XIC of +MRM (108 pairs): Period 2, 484.3/185.2 amu from Sample 10 (Fusar iumToxinMix100ppb) of 080702.wiff (Turbo Spray) Max. 4.8e5 cps.
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XIC of +MRM (108 pairs): Period 2, 442.3/105.0 amu from Sample 10 (Fusar iumToxinMix100ppb) of 080702.wiff (Turbo Spray) Max. 1.7e4 cps.
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XIC of +MRM (108 pairs): Period 2, 384.2/307.0 amu from Sample 10 (Fusar iumToxinMix100ppb) of 080702.wiff (Turbo Spray) Max. 1.9e6 cps.
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XIC of +MRM (108 pairs): Period 2, 400.2/185.1 amu from Sample 10 (Fusar iumToxinMix100ppb) of 080702.wiff (Turbo Spray) Max. 3.2e5 cps.
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